
豊前街道の街並み 

 

豊前街道として知られる旧街道を行くと、山鹿の主要な歴史的建造物の多くがあり、商業と文化の

中心としての町の活気に満ちた過去が分かる。元々、南は熊本城から、北は小倉港（現在の北九

州市）まで本道が延びていた。山鹿では、豊前街道が菊池川の河畔から町の中心部を通り抜けて

いる。豊前街道沿いには、公衆浴場さくら湯、山鹿灯籠民芸館、八千代座など地元の主要な歴史

的建造物が立ち並んでいる。 

 

菊池川は、江戸時代（1603–1867）の国内貿易にとって重要な水路であった。当時は、九州で

収穫した米を大阪まで菊池川経由で運んでいた。山鹿の豊前街道では、造り酒屋や煎餅屋など米

生産にかかわる商いが栄えた。江戸時代にできたいくつかのお店が今もなお営業している。通りの建築

や雰囲気から、数百年も前の地域住民の暮らしぶりを垣間見ることができる。 

 

8 月に行われる山鹿灯籠まつりのような市全域規模のイベントの開催中、豊前街道は賑わいの中心

となる。由緒ある店構えが町の豊かだった 過去を彷彿とさせる一方で、毎年行われる祭事によ

って、この地域の文化遺産が代々受け継がれていく。 


